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GIR(t) =Cp(BGp-BG (tー τ)J +Cd (-.1BG (t-τ) J ① 
r' GIR (t) :ブドウ糖注入率， BG ( t) , .1 BG (t) :血糖値および血糖値の変化率， BGp: 目標血糖 1





GnIR (t) =Gp (BGpー BG (tー τ) J + Gd (-.1 BG (tー τ) J+Gc ② 
(町t) :川吋入率 Gp ， Gd …例加数微淵附よび基礎川ゴ]
ン分泌恒数
牌全摘糖尿病犬の C14-g1ucose を用いた tracer実験より末梢静脈内グルカゴン 1 ng . kg-1 . min-1 
持続注入時の肝ブドウ糖放出率は 0.5~ 1 mg ・ kg -1 ・ min l とする予備実験の成績をもとに，①式 Cp
を，②式Gp に変換した。 Gc は牌全摘糖尿病犬に正常犬と同等の空腹時血柴グルカゴン値を再現すべ
く， O .4 ng ・ kg -1 ・ min-1 と規定した。
2 )注入率規定パラメータ決定のための低血糖発症モデル実験:
牌全摘糖尿病犬の血糖値を人工豚島システムにて， 80~9伽19/100mf に維持した後， 0.1 U/kg の In­





(2) ブドウ糖注入の時間遅れを 4 分，かっ比例・微分動作に基づいてブドウ糖注入した場合 (Cp/
Cd/τ=0.5/0.5/4) 低血糖は速やかに回復しその後の血糖値の動揺を認めなかった。
~ 3) グルカゴン注入アルゴゴリズムにわいて，時間遅れ10分，血糖値の比例・微分動作に基づいて
グルカゴンを注入した場合 (Gp/Gd/Gc/τ ニ 0.2/0 .4 /0 .4/10) ， (1)と同様の生理的な血糖制御
が可能であった。






















の拡大，さらに血糖調節機構解明の research tool として極めて有用であり，本研究は学位論文に価
するものと考える。
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